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服部時計店は 1881 年（明治 14 年）服部金太郎によって創業された。服部時計店は輸入
時計商として頭角を現し、創業後数年で東都の有力時計店になる。天才時計技師吉川鶴彦
と知己を得た服部金太郎は 1892 年（明治 25 年）吉川鶴彦を技師長に服部時計店工場精工
舎を設立し、時計の国産化に取り組む（資本は同一で「店」と「工場」の２本立て）。 
精工舎はボンボン時計（柱時計）の国産化からスタートし、創業 3 年で従業員 300 人を
抱える日本最大の時計工場になる。その後も国産初の目覚し時計、懐中時計、腕時計を開
発・商品化し、発展を遂げる。服部金太郎は東洋の時計王と称される存在になる。関東大















服部時計店（現セイコー）              工場精工舎 
（現セイコークロック・セイコープ 
レシジョン クロック担当） 
                   第二精工舎 
（現セイコーインスツル ウオッチ 
女物・男物担当） 

























      浜澤工業茅野工場（文字板製造）    1954 年設立 
          諏訪工場（時計組立）     1957 年操業開始 
      高木工業（小物部品製造）       1957 年設立 
      松島工業（硬石製造）         1959 年設立 
      天竜工業（ケース製造）        1959 年設立 
      塩尻工業（時計組立）         1961 年設立 
      信州精器（1982 年エプソンに社名変更） 
村井工場（地板・受製造）   1961 年設立 
          広丘工場（情報機器製造販売） 1970 年操業開始 






1980 年代に入ると国内でも販売会社を設立するのが望ましい、特に EPSON ブランドの情
報機器完成品の場合には日本全国を機動的にカバーするためにも販売会社設立がのぞまし
いのではないかという話題が関係者の口に上り始めていた。 
 国内販売会社の設立が具体的な経営課題となった 1980 年代前半、スワセイコーグループ
は 1980 年度を基準年とする“NFD（New Future Development）80”計画を策定し、NFD80
によるグループの事業再編・再構築と時計事業・非時計事業両方の大いなる発展を目指し
た活動の真只中にあった。 
 というのも、1960 年代・1970 年代と 20 年間にわたり黄金時代を謳歌した時計事業が突









年 5 月諏訪精工舎発足を起点にすると、第 1 次ウォッチ黄金時代は 1960 年 3 月期から 1969
Hosei University Repository
年 3 月期までの 10 年間、第 2 次黄金時代は 1970 年 3 月期から 1979 年 3 月期までの 10




＜第 1 次ウォッチ黄金期＞ 
       決算期年度     売上高（億円）    売上高税引前利益率（％） 
      1960 年 3 月期     27.1 億円          12.0％ 
      1961 年 3 月期     40.8 億円          11.5％ 
      1962 年 4 月期     50.9 億円          10.7％ 
      1963 年 4 月期     59.0 億円           9.9％ 
      1964 年 4 月期     71.8 億円           9.5％ 
      1965 年 4 月期     90.8 億円           8.6％ 
      1966 年 4 月期     94.2 億円           9.3％ 
      1967 年 4 月期     110.0 億円               9.3％ 
      1968 年 4 月期     137.5 億円          10.1％ 
      1969 年 4 月期     166.7 億円              10.3％ 
     （注）1962 年 4 月期は決算期間変更のため 13 ヶ月決算となっている。 
 
    ＜第 2 次ウォッチ黄金期＞ 
       決算期年度     売上高(億円)      売上高税引前利益率（％） 
      1970 年 4 月期     220.8 億円            10.6％ 
      1971 年 4 月期     264.9 億円           9.8％ 
      1972 年 4 月期     312.4 億円           8.7% 
      1973 年 4 月期     327.9 億円           8.7％ 
      1974 年 4 月期     422.5 億円          10.7％ 
      1975 年 4 月期     525.0 億円          12.3％ 
      1976 年 4 月期     555.3 億円          12.6％ 
            1977 年 4 月期     738.7 億円          14.4％ 
      1978 年 4 月期     956.2 億円          15.8％ 
      1979 年 4 月期    1,019.8 億円            14.0％ 
 
しかし、クオーツウォッチは他産業やウォッチ後進国の市場参入を招き、1979 年度には










 諏訪精工舎の売上高は 1,033 億円、税引前利益は 53 億円だった。売上内訳はウォッチ
851 億円、部品その他 182 億円であるが、この「部品その他」の売上にはＩＣ事業売上 28





信州精器の売上高は 524億円、税引前利益は 84億円だった。売上の内訳は下記のとおり。 
     時計        45 億円 
     プラスチック    27 億円 
     ミニプリンタ    295 億円 
     電子機器      81 億円 
     液晶表示体     87 億円 





ここで NFD80 計画の由来について簡単に触れておこう。 






























し、急成長していた。急成長の牽引車はアメリカの販売会社 EPSON America, Inc. であっ























































諏訪精工舎とエプソンが合併し、セイコーエプソン株式会社が発足するのは 1985 年 11 月
1 日のことである。 
 新生セイコーエプソンは資本金 15 億 2,200 万円、売上高約 3,000 億円（前年度：諏訪精




















































の尊敬する人として「服部金太郎」と大書したという。大正 8 年（1919 年）尋常高等小学


















浜澤工業を皮切りに直轄関連会社を次々に設立した。1959 年（昭和 34 年）大和工業・第
二精工舎諏訪工場が合併し、山崎久夫悲願の諏訪精工舎が設立される頃には、直轄関連会













力となった人材である。そして 1957 年以降も優秀な人材が続々入社してくる。 
しかし、山崎久夫は不幸にして病に倒れ、1963 年（昭和 38 年）4 月 8 日、まさに働き盛





廣一が加わって 4 名で企画会議が構成・運営された。 
 
故山崎代表の功績をたたえ、その人柄をしのぶ「誠実努力」の記念碑が本社記念館前に
建立され、1964 年 8 月 12 日に除幕式が行なわれた。「建碑のことば」は次のように書かれ
ている。 
 

























 水晶時計の開発とメカ時計の高精度化・高性能化に自信を得て 1963 年からスイス・ニュ
ーシャテル天文台の時計コンクールに参加した。卓上型の水晶時計はマリンクロノメータ
ー部門で参加早々好成績を残したが、1964 年から参加したメカ時計の成績はその年は振る
わず、期待はずれに終わった。しかし、1965 年・66 年・67 年と年々大幅に成績を向上さ

























 （注 1）マーベル 
    マーベルはセイコー初の完全独自設計腕時計である。男性用腕時計のムーブメント外径は、それ
まで 10.5 型（23.75mm）であったが、精度を一層高めるため国産で初の 11.5 型＝26mm サイズの
独自設計と新しい生産技術を駆使したことにより品質と生産性が大幅に向上し、市場から「健康優
良児」の折紙がつけられた 
＊仕様 本中三針 17 石 
     ＊ムーブメントサイズ 外径 26.0mm―厚み 4.4mm 















 （注 2）ジャイロマーベル 
     ジャイロマーベルはスイスに遅れをとっていた自動巻腕時計でセイコーが初めて開発した普及
型自動巻腕時計である。1956 年、諏訪工場が独自設計のマーベル（11 型・中三針・17 石）を商
品化したとき、スイスはすでに自動巻時計時代に入っていた。1955 年、亀戸工場が、国産初の自
動巻時計を 13,500 円で発売し、続いてシチズン時計㈱が 1958 年に「シチズン・オート」を 9,400













  （注 3）クオーツアストロン 
スイスエボッシュ社、米ハミルトン社等の電池時計開発、米ブローバ社の音叉時計の開発等、1950
年代後半の各社の腕時計の精度追求の動向の中で、諏訪精工舎では 1959 年発足した「59A プロジ
ェクト」により小型水晶時計の開発が開始された。 
1960 年、オリンピック東京大会の決定・セイコーの競技計時担当の意思決定により、開発に拍車




そして 1967 年、腕時計としてスイス CEH 社と諏訪精工舎がプロトタイプを完成させた。 








     なお、クオーツアストロン発売から 35 年後の 2004 年 11 月 25 日、IEEE（ The Institute of  
   Electrical and Electronics Engineers,Inc.；電気・電子技術者協会）からマイルストーン賞が授与
された。マイルストーン賞とは IEEE が電気・電子技術およびその関連分野において、社会に貢献




 （注 4）EP－101 
     EP－101 は世界初の超小型電子プリンタで、“EPSON”のルーツである。 
     仕様は 21 桁ドラム型フライング方式印字デジタルプリンタ 
特長は 
































プからだった。1968 年 9 月 12 日 EP－101 が発表されると前述の如く、国内外の電卓メー
カー、計測器メーカーを中心に大きな反響を呼んだ。リコー、日本オリベッティ、松下通
信、キヤノン、三菱電機、三洋電機などからも引き合いを受けた。生産体制増強・整備は
待ったなしの状況になってきた。この頃になると翌年 1969 年初めには月産 2000 台の生産
能力、後半には月産5000台の生産能力確保にむけて必要な機械設備投資、工場建物の確保、
人員の手配などの諸計画が具体化してくる。組立作業は 1970 年 4 月には信州精器に移管す
ることが想定されていた。 

































コーエプソン副社長、2005 年 12 月逝去）が簡単に首を縦に振れる人材ではない。当然「待
った」がかかった。 
 しかし、1969 年 5 月プリンタの事業化組織「精機グループ」がいよいよ発足する時点で、
濱取締役は土橋課長の精機グループ転出にゴーサインをだしたが、中村常務はまだ相澤課

































ンスタイルの近代的な工場が 1970 年夏に完成し、10 月から操業を開始することになる。


































 広丘業務課と東京営業所の 2 本立て体制となる頃には、プリンタの販売は軌道に乗り始
めていた。とくに 1972 年は電卓用プリンタが急成長した年で、年初の月産 2 万台体制から
年末にはなんと月産 8 万台体制に拡大するという大増産に取り組んでいた。新製品
Model-104 の商品化も進められた。 
 参考までに、信州精器（株）特器事業部が設立された 1969 年 11 月から 1975 年 4 月ま
でのプリンタの売上成長記録を紹介すると下記のとおりである。 
 
          期                数量       売上金額 
 1970 年 4 月期（69 年 11 月～70 年 4 月の 6 ヶ月）  2 万 7 千台    7 億 5 千万円 
 1971 年 4 月期（70 年 5 月～71 年 4 月）       9 万 7 千台       23 億 6 千万円 
 1972 年 4 月期（71 年 5 月～72 年 4 月）       28 万 6 千台    50 億 9 千万円 
 1973 年 4 月期（72 年 5 月～73 年 4 月）      82 万 5 千台   110 億 1 千万円 
 1974 年 4 月期（73 年 5 月～74 年 4 月）      131 万 8 千台   146 億 1 千万円 





































る 1980 年以降である。 























E ： EXCELLNT  エプソンの卓越した技術と優れた商品で社会に貢献しょう。 
P ： PROUD    エプソンに誇りをもとう。 
S ： STRONG    強靭なエプソンを育てよう。 
O ： ORIGINAL    創意を生かしみんなで明日のエプソンを考えよう。 






 裏話をもうひとつ披露すると、EPSON ブランドの制定日が 1975 年６月 12 日なのに対








第４章 エプソンブランドの完成品商品：情報機器完成品事業の起源  
 
１．会計事務所専用オフィスコンピュータ 







て 1977 年６月に販売が開始された。 



























 （注 5）EX-1 
     会計事務所向専用オフィスコンピュータ EX－１はエプソンとして初めてのエンドユーザー向け
EPSON ブランド完成品商品である。 
    アウトプット部分に、鮮明な印字品質、高速にプリントアウトする当社製のラインプリンタ M－
2610 を標準装備。キャラクターディスプレイ、ジャーナルプリンタ（M－102）の 2 機構を装備
し、システム化することにより、機械操作が簡単、正確にこなせる会計事務所のニ－ズに基づい
て専用ソフトを開発。 




















80 として販売された。しかし、これまで OEM 販売中心で進めてきた海外販売体制では爆
発的に売れるというわけには行かなかった。この時点で大量生産を可能にした救いの神は
アメリカに本拠をおくパソコンメーカー・コモドール社だった。TP（TX）－80 の EPSON
ブランド販売が、日本で月に 200～300 台、欧米が月に 1000～1200 台あわせて 1300～1400
台前後というときに、コモドールは月に 3000 台～4000 台という発注をしてくれた。その
おかげでターミナルプリンタの大量生産体制を構築することができた。 






ータ 16 社を設定し、一気に MX－80 の販売を軌道に乗せるが、将来ディーラーを直接コン
トロールするには自前のディストリビューションネットワークが必要と判断、極秘で全米













ったのは IBM が新製品 IBM PC 用の標準プリンタに MX－80 を OEM 調達してくれたお
かげもある。 
 日本国内市場も MP－80 の市場導入によって、TP－80／40 の時代に比べるとターミナ
ルプリンタの販売は飛躍的に伸びた。ただし、当初は９ピンのドット構成だったため、カ
ナ、アルファベット、数字、記号しか印字できなかったため、日本市場向けには物足りな






 （注 6）MP（MX）－80 











   等が実現でき、その仕様・性能・信頼性の抜群の高さとあいまって業界のデファクトスタンダード、
ベストセラープリンタとなった。 
 
              
 
 
３．販売網を生かす ― ハンドヘルドコンピュータとパソコン 
 ターミナルプリンタの次に中村紘一が取り組んだのがハンドヘルドコンピュータ HC

















ソンは中嶋企画への支援を継続した。中嶋悟もそれに恩義を感じ、1987 年から 1994 年ま
で９年間、エプソンのパソコンと液晶テレビのコマーシャルキャラクターを務めた。 
 
 （注 7）HC（HX）－20 
    国内向けは HC－20，海外向けは HX－20 の商品名で販売された。理由は MP－80・MX－80 の
場合と同じ。 
    HC－20 はキーボード、ディスプレイ、マイクロカセット、プリンタを一体に組み込んだ世界初
のハンドヘルドコンピュータである。ボディはビジネスサイズのＡ４判、重量は 1.7kg と軽量、バ
ッテリーによる駆動のためいつでも、どこでも簡単に操作できる。その他の特長は下記のとおり。 
    １．ユニークなハードウェア 
      CMOS 8bit CPU を 2 個搭載したデュアル CPU タイプ。これにより I／O の分散処理が
可能。またメモリをすべて CMOS 化することにより、徹底した低消費電力化を図り、通常バッ
テリーで約 50 時間駆動。メモリ容量も RAM16KB、ROM32KB と大容量を実現。 
２．強力なエプソン BASIC を搭載 
      エプソン BASIC は米マイクロソフト社の最新 BASIC をベースに、HC－20 の機能を生かす
コマンドを大幅に強化、充実した拡張 BASIC を搭載。この他、独立した 5 本の BASIC プログ
ラムが管理できるなど、入出力デバイスをすべてサポート。 
３．優れた拡張性 
      本体へ CMOS ROM を 8KB 増設できる他、拡張ユニットを使用することにより、さらに
CMOS RAM 16KB、CMOS ROM を 16KB まで拡張できる。この他、周辺装置としてデ
ィスプレイコントローラ、音響カブラ、プリンタ、フロッピーディスクドライブ等を用意。 
４．通信機能をサポート 














ーが世界初のアナログ式クオーツウォッチ 35SQ を 1969 年に発売する以前に、アメリカで
商品化されている。「時間の制御から表示まで、すべてを電気的に行なう」というのが 1960
年代から 70 年代にかけての時代の気分で、これに最初に応えたのが米国のハミルトン社だ







けると即刻米国の RCA 社に飛び、液晶の開発責任者に会う。RCA 社の液晶は
DSM(Dynamic Scattering Mode)という方式だった。さらに遠山はケント大学のファーガ
ソン教授にも７月に会う。ファーガソン教授は RCA の DSM 方式とは異なる FEM 方式
(Field Effect Mode)による液晶ディスプレイを開発しているという。この情報をもとに、第
二精工舎・諏訪精工舎それぞれで液晶ディスプレイの開発が始まった。両社が最初に取り










タルクオーツウォッチが商品化されたのは 1973 年 10 月。世界初の６桁液晶表示式クオー
ツウォッチ「SEIKO デジタルクオーツ 06LC」（注 8）だった。 























（注 8）SEIKO デジタルクオーツ 06LC 
SEIKO デジタルクオーツ 06LC は世界初の６桁液晶表示式クオーツウォッチである。ＦＥ方式の






























































半導体事業の起源は、クオーツアストロンの発売を目前にした 1969 年 11 月、時計用
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CMOS IC の開発に着手した時に始まる。翌 1970 年７月、実験室段階から、小規模生産
が可能な本格的設備を導入し、翌々年の 1971 年４月、面積５平方㎜に満たないで、時計用
使用で動作するもの（分周機能およびステップモータ駆動用信号波形出力の機能をもった









ャンスであるとして決断した半導体専門工場・富士見工場は 1980 年１月に完成した。 
 
これらの特品・IC は IC を別にするとすべて関連会社で生産されたものであるが、時計
の扱いに準じ、外販推進の立役者岡本達が率いる諏訪精工舎業務部営業課が販売を担当し
た。1978 年ころは業務部長岡本達、営業課長鶴石悠紀の体制で特品と IC を取り扱ってい























＊ 平野光雄『精工舎史話』精工舎、1968 年。 
＊ 編集委員会『SEIKO 時計の戦後史』。 
＊ 『THE SEIKO BOOK 時の革新者 セイコー腕時計の軌跡』徳間書店、1999 年。 
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